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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 7 月 1 8 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 1 8 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 4 6 9 1 9 ( P 2 0 2 3 - 4 6 9 1 9 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 4 月 5 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 0 6 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 1 5 5 7 6 8 ( P 2 0 2 1 - 1 5 5 7 6 8 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ２ １ Ｄ 9 / 2 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 4 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｂ 6 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ ５ Ｂ 6 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ２ １ Ｄ 9 / 2 8 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 4 2 　 　 　 Ｊ 　 　 　
　 Ｃ ２ １ Ｄ 1 / 4 2 　 　 　 Ｇ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 6 / 1 0 ３ ３ １  　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｂ 6 / 3 6 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 7 月 9 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 状 の 被 処 理 物 を 誘 導 加 熱 す る コ イ ル と 、
　 前 記 コ イ ル へ 電 流 を 供 給 す る 電 源 と 、
を 備 え る 熱 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 被 処 理 物 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び る ２ 本 の 加 熱 導 体 を 含 み 、
　 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 は 、 前 記 電 源 と 接 続 さ れ 、 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 の 間 の 距 離 は 、 前 記  
被 処 理 物 の 軸 断 面 に お け る 外 寸 の 最 大 値 よ り 小 さ い 値 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 被 処 理 物 へ 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 を 対 向 さ せ て 、 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 と 前 記 被 処 理 物  
を 相 対 回 転 さ せ な が ら 誘 導 加 熱 す る 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 の 端 部 同 士 を 接 続 す る 接 続 導 体 を 含 み 、
　 前 記 接 続 導 体 と 前 記 被 処 理 物 と の 距 離 が 、 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 と 前 記 被 処 理 物 と の 距 離  
よ り も 大 き い 値 に 設 定 さ れ る 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 熱 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 の 位 置 を 前 記 被 処 理 物 の 軸 方 向 の 前 記 外 寸 に 連 動 さ せ る こ と で 前 記  
２ 本 の 加 熱 導 体 と 前 記 被 処 理 物 と の 距 離 を 均 等 に 設 定 さ れ る 熱 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ３ ） 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 の 位 置 を 前 記 被 処 理 物 の 軸 方 向 の 前 記 外 寸 に 連 動 さ せ る こ と  
で 前 記 ２ 本 の 加 熱 導 体 と 前 記 被 処 理 物 と の 距 離 を 均 等 に 設 定 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 断 面 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 対 応 さ  
せ た 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 位 置 を 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 方 向 Ｓ の  
各 位 置 で の 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 連 動 さ せ る こ と で 、 被 処 理 物 １ ０ ０ と ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２  
２ と の 距 離 Ｄ １ ０ を 均 等 に 設 定 さ れ る 。 距 離 Ｄ ３ は 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 間 の 距  
離 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 軸 方 向 Ｓ か ら 見 て 、 第 ２ 部 分 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ は 、 対 応 す る 第 １ 部 分 ２  
１ ａ ， ２ ２ ａ に 対 し て 被 処 理 物 １ ０ ０ か ら 遠 ざ か る 方 向 側 の 領 域 に 配 置 さ れ て い る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 第 ２ 部 分 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ は 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 対 応 す る 一 側 面 ２ １ ｅ ，  
２ ２ ｅ と 直 交 す る 方 向 に 沿 っ て 、 対 応 す る 第 １ 部 分 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ か ら 所 定 の オ フ セ ッ ト  
量 Ｏ Ｆ （ 図 ４ （ Ａ ） に 図 示 ） オ フ セ ッ ト し て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 被 処 理 物 １ ０  
０ の 中 心 軸 線 Ｂ １ か ら 各 第 １ 部 分 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ ま で の 距 離 よ り も 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 中  
心 軸 線 Ｂ １ か ら 各 第 ２ 部 分 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ ま で の 距 離 の ほ う が 長 い 。 一 方 で 、 本 実 施 形 態  
で は 、 オ フ セ ッ ト 量 Ｏ Ｆ は 、 概 ね 、 第 ２ 軸 部 分 １ ０ ２ の 半 径 と 第 １ 軸 部 分 １ ０ １ の 半 径 と  
の 差 と さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 各 第 １ 部 分 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ と 被 処  
理 物 １ ０ ０ の 第 １ 軸 部 分 １ ０ １ と が 対 向 す る 距 離 Ｄ １ ０ （ 最 短 距 離 Ｄ １ １ ） と 、 加 熱 導 体  
２ １ ， ２ ２ の 各 第 ２ 部 分 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ と 被 処 理 物 １ ０ ０ の 第 ２ 軸 部 分 １ ０ ２ と が 対 向 す  
る 距 離 Ｄ １ ０ （ 最 短 距 離 Ｄ １ ２ ） と が 均 等 に 設 定 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る と 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 間 の 距 離 Ｄ ３  
は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 断 面 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ の 最 大 値 Ｄ １ ０ ２ よ り 小 さ い 値 に 設 定  
さ れ て お り 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ を 相 対 回 転 さ せ な が ら 誘 導 加 熱  
が 行 わ れ る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の う ち 最  
も 太 い 箇 所 を 避 け た 箇 所 を 挟 ん だ 状 態 で 、 被 処 理 物 １ ０ ０ と 相 対 回 転 し な が ら 被 処 理 物 １  
０ ０ を 誘 導 加 熱 す る 。 こ れ に よ り 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 周 方 向 Ｃ に お け る 各 部 を ２ 本 の 加 熱  
導 体 ２ １ ， ２ ２ と 最 も 近 い 箇 所 に 順 次 配 置 で き る 。 す な わ ち 、 被 処 理 物 １ ０ ０ と ２ 本 の 加  
熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と の ギ ャ ッ プ で あ る 距 離 Ｄ １ ０ を 軸 方 向 Ｓ に お け る 被 処 理 物 １ ０ ０ の 各  
部 に お い て 均 等 に 設 定 し た 状 態 で 、 被 処 理 物 １ ０ ０ を 誘 導 加 熱 で き る 。 よ っ て 、 １ つ の 被  
処 理 物 １ ０ ０ 内 に お い て 、 周 方 向 Ｃ の 各 部 に 均 等 に 磁 束 を 作 用 さ せ て 誘 導 加 熱 で き る 。 こ  
の 誘 導 加 熱 時 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 瞬 間 的 に は 被 処 理 物 １ ０ ０ の 周 方 向 Ｃ に お  
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け る 被 処 理 物 １ ０ ０ の 狭 い 一 部 に 磁 束 を 作 用 さ せ て 誘 導 加 熱 す れ ば 、 当 該 ２ 本 の 加 熱 導 体  
２ １ ， ２ ２ と 相 対 回 転 し て い る 被 処 理 物 １ ０ ０ の 周 方 向 全 域 を 均 等 に 加 熱 で き る 。 こ の た  
め 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 外 寸 に か か わ ら ず 、 被 処 理 物 １ ０ ０  
の 上 記 狭 い 一 部 を 誘 導 加 熱 で き れ ば よ い 。 そ し て 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 応 じ  
て ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 相 対 位 置 を 適 宜 設 定 す れ ば 、 被 処 理 物  
１ ０ ０ の 外 寸 に か か わ ら ず 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 相 対 距 離 （  
ギ ャ ッ プ ） の 変 化 を 最 小 限 に 抑 制 し つ つ 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 狭 い 一 部 を 同 様 の 磁 束 密 度 で  
誘 導 加 熱 で き る 。 す な わ ち 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 外 寸 Ｄ １ ０ ０ の 値 に か か わ ら ず 、 ２ 本 の 加  
熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ に よ る 加 熱 条 件 の 変 化 を 最 小 限 に で き る 。 し か も 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 外  
寸 Ｄ １ ０ ０ に 応 じ て ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 相 対 距 離 を 設 定 す れ  
ば よ い の で 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 応 じ て ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ 同 士 の 相  
対 位 置 を 変 更 し な く て も 済 む 。 以 上 の 次 第 で 、 熱 処 理 装 置 １ に よ る と 、 異 な る 太 さ の 別 個  
の 被 処 理 物 １ ０ ０ を 均 等 に 誘 導 加 熱 で き る 。 ま た 、 熱 処 理 装 置 １ に よ る と 、 被 処 理 物 １ ０  
０ の 太 さ を 変 更 し た と き で も 誘 導 加 熱 コ イ ル ２ ０ を 構 成 す る 部 材 ２ １ ， ２ ２ 間 の 相 対 位 置  
を 変 更 し な く て も 済 む 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ る と 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 断 面 に  
お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 対 応 さ せ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 位 置 を 被  
処 理 物 １ ０ ０ の 軸 方 向 Ｓ の 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 連 動 さ せ る こ と で ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と  
被 処 理 物 １ ０ ０ と の 距 離 Ｄ １ ０ を 均 等 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 被 処 理 物 １ ０ ０ と  
２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と が 対 向 す る 距 離 を 確 保 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ る と 、 被 処  
理 物 １ ０ ０ の 軸 方 向 Ｓ の 各 位 置 に お け る 軸 方 向 Ｓ と 直 交 す る 断 面 に お い て 、 ２ 本 の 加 熱 導  
体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 相 対 距 離 （ ギ ャ ッ プ ） を よ り 均 等 に で き る 。 こ れ に よ  
り 、 軸 方 向 Ｓ の 各 位 置 に お い て 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ か ら 被 処 理 物 １ ０ ０ に 作 用 す  
る 磁 束 の 密 度 を よ り 均 等 に し て 誘 導 加 熱 に よ る 加 熱 量 を よ り 均 等 に で き る 。 よ っ て 、 被 処  
理 物 １ ０ ０ 全 体 を よ り 均 等 に 誘 導 加 熱 で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 第 ３ 部 分 ２ １ ｃ ， ２ ２ ｃ と 第 ３ 軸 部 分 １ ０ ３ と の 距 離 Ｄ １ ０ （ Ｄ  
１ ３ ） は 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 第 ２ 部 分 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ と 第 ２ 軸 部 分 １ ０ ２ と の 距 離 Ｄ  
１ ０ （ Ｄ １ ２ ） と 同 じ で あ る こ と が 好 ま し い 。 同 様 に 、 上 記 距 離 Ｄ １ ３ は 、 加 熱 導 体 ２ １  
， ２ ２ の 第 １ 部 分 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ と 第 １ 軸 部 分 １ ０ １ と の 距 離 Ｄ １ ０ （ Ｄ １ １ ） と 同 じ で  
あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 構 成 で あ れ ば 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０  
の 軸 断 面 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 対 応 さ せ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２  
の 位 置 を 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 方 向 Ｓ の 各 位 置 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 連 動 さ せ る こ と で ２  
本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 距 離 Ｄ １ １ ， Ｄ １ ２ ， Ｄ １ ３ を 均 等 に 設 定  
さ れ る 。 よ っ て 、 第 １ ～ 第 ３ 軸 部 分 １ ０ １ ～ １ ０ ３ の そ れ ぞ れ に お い て 、 加 熱 導 体 ２ １ ，  
２ ２ か ら 作 用 す る 磁 束 の 密 度 を よ り 均 等 に で き 、 磁 束 に よ っ て 生 じ る 渦 電 流 に よ る 加 熱 量  
を よ り 均 等 に で き る 。 そ の 結 果 、 第 １ ～ 第 ３ 軸 部 分 １ ０ １ ～ １ ０ ３ の 熱 処 理 品 質 を よ り 均  
等 に で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 （ ６ ） な お 、 被 処 理 物 １ ０ ０ に お い て 、 外 寸 が 異 な る 軸 部 分 が ４ 種 類 以 上 設 け ら れ て も  
よ い 。 こ の 場 合 、 軸 方 向 Ｓ の 各 位 置 に お い て 、 各 第 １ お よ び 第 ２ 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 対  
応 す る 軸 部 分 と の 距 離 が 均 等 と な り 概 ね 一 致 す る よ う に 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 形 状 が 設 定  
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ は 、 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 断 面 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に  
対 応 さ せ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 位 置 を 被 処 理 物 １ ０ ０ の 軸 方 向  
Ｓ の 各 位 置 に お け る 外 寸 Ｄ １ ０ ０ に 連 動 さ せ る こ と で ２ 本 の 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理  
物 １ ０ ０ と の 距 離 を 均 等 に 設 定 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 軸 方 向 Ｓ に 対 す る 被 処 理 物 １ ０  
０ の 外 周 面 の 傾 斜 角 と 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ の 傾 斜 角 と が 何 れ も 同 じ 傾 斜 角 θ ’ で あ る 。  
こ の 構 成 で あ れ ば 、 円 錐 台 形 状 の 被 処 理 物 １ ０ ０ が 配 置 さ れ て い る 箇 所 に お け る 軸 方 向 Ｓ  
の 各 位 置 に お い て 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ と 被 処 理 物 １ ０ ０ と の 距 離 Ｄ １ ０ を 均 等 に で き る  
。 よ っ て 、 軸 方 向 Ｓ の 各 部 に お い て 、 加 熱 導 体 ２ １ ， ２ ２ か ら 被 処 理 物 １ ０ ０ に 作 用 す る  
磁 束 の 密 度 を よ り 均 等 に で き 、 磁 束 の 作 用 に よ っ て 発 生 す る 渦 電 流 に よ る 被 処 理 物 １ ０ ０  
の 加 熱 量 を 被 処 理 物 １ ０ ０ の 各 部 に お い て よ り 均 等 に で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ １ １ ） ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 軸 方 向 Ｓ に 直 交 す る 断 面 に お け る 被 処 理 物 １ ０ ０  
の 断 面 形 状 が 円 環 状 で あ る 形 態 を 例 に 説 明 し た け れ ど も 、 こ の 通 り で な く て も よ い 。 被 処  
理 物 １ ０ ０ の 上 記 断 面 形 状 は 、 三 角 形 以 上 の 多 角 形 の 環 状 で あ っ て も よ い 。
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